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短　　報

四国地方におけるジョウビタキの繁殖初確認と中国四国地方における繁殖状況

清家　太郎 *・小野　尚久 **・上沖　正欣 **・松田　久司 **

Abstract：The first breeding record of the Daurian Redstart Phoenicurus auroreus in the Shikoku region was 
confirmed at Tsuchigoya (alt. 1,492 m), Mt. Ishizuchi, Ehime Prefecture in 2025. This represents the southernmost 
breeding record in Japan. A pair was found nesting in a gap in the building's eaves, and three fledglings were observed. 
The estimated fledging date was 18 July. In the Chugoku region, breeding has also been recorded in all five prefectures, 
of which, established breeding was in the Hiroshima and Tottori Prefectures. In the Shikoku region, previous records 
were limited to breeding-season observations in the Tokushima Prefecture, with no confirmed nesting or fledglings. 
This report supports the ongoing breeding range expansion of the species in Japan.
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はじめに

ジョウビタキ Phoenicurus auroreus はバイカル湖から
アムール川流域，モンゴル，中国北部，朝鮮半島など
で繁殖し，日本では主に冬鳥として 10 月から翌 4月頃
にかけて全国に渡来する（日本鳥学会，2024）．国内
における繁殖記録は，1983 年に北海道で確認されたの
が最初とされる（川辺，1994）．その後，長野県（林，
2010；林・山路，2014），北海道（層雲峡ビジターセン
ター，2012），岡山県（笹野ほか，2015），岐阜県（宝
田，2016），広島県（上野ほか，2017），鳥取県（楠ほか，
2022），山形県（深瀬ほか，2022），群馬県（深井ほか，
2025）など全国で相次いで繁殖例が報告されている．こ
れは本種が 2010 年代以降，全国的に繁殖分布域を拡大
していることを示している．このような分布変化を記録
することは，その種の個体群動態や生息環境の変化を解
明する上で，重要な基礎資料となる．本報告では，愛媛
県において記録された四国地方初のジョウビタキの繁殖
について記述するとともに，中国四国地方における本種
の最新の繁殖状況についても整理した．
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方　　法

観察は 2025 年 5 月 14 日から同年 8月 24 日まで，愛
媛県上浮穴郡久万高原町若山と西条市西之川にまたがる
土小屋周辺（標高 1,492m付近　北緯 33 度 45 分 28 秒　
東経133度8分40秒）でおこなった．適宜，8倍の双眼鏡・
デジタルカメラ（Canon R7 および焦点距離 150­600mm
ズームレンズ；GoPro MAX 360 Action Camera）を用い
て写真や動画により行動を記録した．観察地点には国民
宿舎石鎚，土小屋，石鎚神社土小屋遥拝殿（以下，石鎚
神社），公衆トイレなど数棟の建物がある他は，半径 5 
km圏内に集落はなく森林に囲まれている．周辺環境は
ウラジロモミ Abies homolepis，ツガ Tsuga sieboldii，ブ
ナ Fagus crenata，ミズメ Betula grossa，ウツギ Deutzia 
crenata等が混交する天然林で，下層にはイブキザサ 
Sasa tsuboianaが密生する．鳥類は留鳥としてヒガラ 
Periparus ater，ウグイス Horornis diphone，ゴジュウカ
ラ Sitta europaea，ミソサザイ Troglodytes troglodytes，キ
セキレイ Motacilla cinerea等が見られる．
また，2025 年 10 月時点までの中国四国地方における
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本種の繁殖記録状況を整理するため，文献情報の収集や，
日本野鳥の会各県支部への聞き取りをおこなった．

結　　果

2025 年 5 月 14 日 13:00 頃，ジョウビタキのオス 1羽
が土小屋および石鎚神社前の石鎚登山道入り口付近でさ
えずっているのを確認した．その後も継続してさえず
る同一個体と思われるオスを同所で観察した．6月 7 日
10:00 頃，同所でメス 1 羽を初めて確認し，同日 12:10
には白石ロッジ付近でオスがメスを追いかけているのを
目視した．その後，両個体は国民宿舎石鎚の周辺で観察
されることが多かった．7月 2 日，オスが昆虫を咥えて
国民宿舎東側に止まっているのを観察した．7月 8 日，
給餌するペアおよび軒天の隙間からヒナの鳴き声を確認
し，この時点で初めて営巣場所を特定した（図 1A，B）．
巣は地上からの高さが約 6.3 m，最寄りの林縁斜面から
の距離は約 4 mだった．ペアは，ガ類等の幼虫をはじめ

とする昆虫類を給餌していた（図 1C）．給餌行動は，7
月 17 日まで毎日観察した．７月 18 日以降，巣への給餌
を認めなくなり，その後しばらくペアやヒナを確認でき
なかった．7 月 23 日 10:00 頃，国民宿舎北側駐車場で
ペアが巣立ち直後のヒナ 2羽に給餌している様子を確認
した．8月 5 日，石鎚神社前で，メスと 3羽の巣立ちビ
ナを確認し（図 1D），8月 15 日まで給餌行動を確認し
た．ただし，8月上旬から観察を終了した8月 24日まで，
オスは確認できなかった．これら一連の記録動画は，オ
ンライン動画閲覧サービスに公開した（日本野鳥の会愛
媛，2025）．
中国四国地方における繁殖状況を，表 1にまとめた．
愛媛県では冬鳥とされており，これまで 6月から 8月に
本種が記録された例はなかった（上沖ほか，2024）．最
も遅い終認記録は 2013 年 5 月 3 日西条市福武市民の森，
最も早い初認記録は 1996 年 9 月 13 日八幡浜市日土町森
山であった．徳島県では，中津峰山の民家近く（標高
400 m付近）で 2019・2020 年の 6・7月にオス 1メス 1，

図1．(A) 観察地点周辺の環境（国土地理院撮影の空中写真に地点情報を追加して作成）．(B) 営巣環境．枠内は巣場所とその拡大図．
給餌のためオスが巣の入り口に止まっている．2025 年 8 月 25 日撮影．(C) 給餌のためガ類等の幼虫をくわえるメス（左）とホソ
クビツユムシ Shirakisotima japonicaの幼虫をくわえるオス（右）．2025 年 7 月 10 日撮影． (D) メス（左から 2番目）と巣立ちビナ
3羽． 2025 年 8 月 5 日撮影．一連の補助映像資料は，オンライン動画サービスに公開した（https://www.youtube.com/playlist?list=P
Ll8f9LdG46Ud1S1pg68VpqLaEpf3SiWbd）．
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2019年5月にオス1のさえずり，剣山見ノ越峠（標高1,400 
m付近）で 2025 年 7 月 28 日にオス 1メス１が記録され
ていた．しかし，営巣行動や巣立ちビナの確認はされて
いなかった．香川県・高知県では，繁殖期の記録はなかっ
た．中国地方 5県では，島根県の未発表記録を含め，全
県で繁殖もしくは営巣が記録されていた．そのうち島根
県・岡山県・山口県では 1例のみだったが，広島県では
2015 年以降，鳥取県では 2016 年以降，複数つがいが継
続して繁殖していることが分かった．

考　　察

本報告が，愛媛県，また四国地方におけるジョウビタ
キの初繁殖記録である．また，同緯度の和歌山県や三重
県，および九州地方以南ではこれまでにジョウビタキの
繁殖は報告されておらず，日本国内における繁殖の南限
記録でもあると思われる．本種の主要繁殖地は，バイカ
ル湖からアムール川流域の高緯度地域，チベット高原な
ど冷涼な地域である（BirdLife International, 2016）．今回
確認された繁殖地点の標高も，約 1,400 mと冷涼な環境
の高標高地だった．日本国内においても，冷涼な気候の
北海道や，標高 1,000 m前後での繁殖例が多い．しかし，
岐阜県で約600 m（山路ほか，2021），鳥取県で約800 m（楠
ほか，2022），広島県で約 700 m（上野ほか，2017），岡
山県で 482 m（笹野ほか，2015）など，標高 500­800 m
程度の比較的低い標高でも繁殖していることから，愛媛
県内においても低い標高地で今後繁殖が記録される可能
性が高い．また，徳島県では複数年にわたって繁殖期に
観察されており，今後四国地方の他県でも繁殖する可能
性が高い．
本種の抱卵期間は約 12 日，育雛期間が約 14 日である

（ ，1995；楠，2024）．本観察では巣内を確認できなかっ
たため，正確な産卵日，産卵数，巣立ち日等の詳細は不
明であるが，巣への給餌行動が最後に確認された 7月

17 日に巣立ったとすると，ヒナの孵化が 7月 3 日前後，
抱卵開始が 6 月 19 日前後となる．これは，7 月 2 日に
親鳥による給餌行動を初めて観察した結果とほぼ合致す
る．本種は 1シーズンに 2回繁殖することが多い（ヴァ
ルチュク，1994； ，1995）．西日本では 3回繁殖の場合，
1回目が 4­5 月頃，2回目が 5­6 月頃，3回目が 6­7 月
頃にかけておこなわれた例がある（楠，2024）．そのた
め，今回の例は 2回目もしくは 3回目繁殖の時期にあた
るが，5月 14 日以前にはジョウビタキは観察されなかっ
たため，おそらくこの 1回のみの繁殖であったと思われ
る．確認された巣立ちビナ数は 3羽であった．本種の産
卵数は平均 6卵で，孵化率は 50％程度であることから
（ et al., 2019；楠ほか，2022），これは平均的な巣立ち
ビナ数である．なお，キセキレイも同じ建物の壁面に営
巣していたが，6月 20 日頃にヒナは全てアオダイショ
ウ Elaphe climacophoraに捕食された．
本種が日本国内で繁殖分布域を拡大している理由は明
らかではないが，他種を含めた類似事例の先行研究から，
気候変動に伴う餌資源の変化とそれに伴う渡り行動や距
離の変化（Cooper et al., 2015；Dossman et al., 2023），都
市化への適応（Droz et al., 2015）や人工物への営巣（山
路ほか，2021），出生地への帰還性（Sedlá ek & Fuchs, 
2008；續，2018），種間関係（三上・植田，2011），都市
環境に適応した遺伝的特徴を持つ個体群の拡大（Salmón 
et al., 2021）など，環境・生態・遺伝的な複数の要因が
関係していると考えられる．今後，国内外における繁殖
分布域の変化とこうした要因の関連を詳細に解析するこ
とで，その理由が明らかとなるだろう．
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表 1．中国四国地方におけるジョウビタキの繁殖状況（2025 年 10 月時点）．

県名 繁殖状況 根拠
愛媛県 2025 年に繁殖を初確認． 本報告；日本野鳥の会愛媛

徳島県 2019，2020，2025 年に剣山系で繁殖期にさえず
りや雌雄が観察されているが，繁殖記録なし． 日本野鳥の会徳島県支部

香川県 繁殖記録なし． 日本野鳥の会香川県支部
高知県 繁殖記録なし． 日本野鳥の会高知県支部
鳥取県 2016 年以降，継続して繁殖． 楠（2024）；日本野鳥の会鳥取県支部

島根県 2022 年 7 月 9 日に，益田市匹見町匹見で巣立ち
直後の幼鳥にオスが給餌していた．

田代信行氏による観察・写真（未発表）；
日本野鳥の会島根県支部

岡山県 2014 年の 1例のみ．その後は繁殖記録なし． 笹野ほか（2015）；日本野鳥の会岡山県支部
広島県 2015 年以降，継続して繁殖． 上野ほか（2017）；日本野鳥の会広島県支部
山口県 2014 年にメスが単独営巣（5卵産卵，未孵化）． 上田（2014）；日本野鳥の会山口県支部
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